ぐら ゐは 当然 だと、 何が 当然 か考 へても 見ずに 思って 

ゐた。 それが 毎日 寝て ゐる やうに なって はじめて その 

穴と ジガ 蜂と に 特別な 関係が あるら しい ことに 気づ い 

て 来た。 部屋に 飛んで 来て 障子 や 柱に とまった ジガ蜂 

は、 何 か を 求める かの ごとく、 くるくると 歩き ま はり 

つつ、 その 穴 を 見つける と 必ず そのな かへ 入って みる _ 

一 度なら ず 四 度 も 五 度 も 出たり 入ったり する。 穴の ま 

はり を 仔細 ありげ にぐ るぐ ると 廻る。 また 入る。 また 

出る。 そのうちに 穴の なかから 何かゴ ミの やうな もの 

を 運び出して くる。 ゴミ のなかに は 何 かの 虫の 翅の切 

れ はしの やうな もの もま じって ゐる らしい。 穴 は 体長 



彼 を 発見した の だ。 あの 臭 ガメに 至って は 二月に 入つ 

てから あら はれた。 彼等 は 何れも 夏の 青み を 失って I 

I 種類が ちが ふの かも 知れない が —— 出来の わるい 

干葉の やうな 色 をして ゐた。 臭 ガメの あの 臭い 汁 も 今 

ではもう 蒸発し 切って ゐる やうだった。 午後に なると 

私 は 日当り のい い 南向きの 障子 窓に すぐ 近くお いた 籐 

椅子の 上に 寝に 行く。 すると 彼等 もい つの 間に かそ こ 

の 障子に やって来て ゐる。 彼等 は 仲よ くな らんで ゐる。 

私の 顔と 彼等と は 一尺し か 離れて ゐ ない。 日が かげる 

まで 我々 はさう して ほとんど 身動き もしな い。 

或 日 はまた、 私が 机の 前の 障子 を あけた 時であった。 



つと 思って、 胸のと きめき を さへ 感じた。 私 は ジガ蜂 

のこと をす つかり 忘れて しまって ゐた。 私 は 急に 思 ひ 

出して、 去年の あの 白壁 塗りの 穴 を 見た。 私 は そろ そ 

ろと 起き 上って 行って、 近くに 寄って つくづくと 見た- 

すると ど うだらう、 白壁の 真中に はいつ の 間に か 小さ 

な 穴が す ぼッと あいて ゐる ではない か。 私 は ほかの 白 

壁 も 調べて みた。 その どれ もが、 内から 破られて 以前 

の 穴に かへ つて ゐた。 

私が さう して ゐる 間に も 一 匹 一 一匹と 数 を 増して 来た 

らしい 飛ぶ 虫の 翅音は 立って ゐる 私の 周囲 をめ ぐって 

次第に 高く 強く 聞え て 来る のであった。 やが て その 音 



は 部屋う ちに 溢る るば かりに 遍満 して 来た。 私 は その 

時 はじめて 衰 へた 心身に しみ とほるば かりの 生の 歓喜 

を 感じた ので ある。 

(昭和 二十 一 年 三月) 
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